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日
中
再
生
説
話
比
較
研
究 

―
現
世
と
冥
界
の
往
復
を
中
心
と
し
て
― 

劉 

成 

竜 

A
bstract 

A
 long tim

e ago, people began to grow
 fearful of the netherw

orld, 

and w
anted to understand it. Soon, as a result, the rebirth story (SA

ISEI 

SETU
W

A
) cam

e into being. In it, characters w
ho had experienced 

death told of their experiences in the netherw
orld, and through this 

story w
e can catch a glim

pse of ancient people’s understanding of the 

netherw
orld. In the C

hinese classical rebirth story, the distance betw
een 

the real w
orld and the netherw

orld is clearly w
ritten, w

hile in the 

Japanese-C
hinese story, a boundary exists betw

een life and death. The 

characters can go through the boundary into the netherw
orld, and return 

to the real w
orld. In the C

hinese story, the characters enter the 

netherw
orld by a horizontal m

ove, and com
e back to the real w

orld by a 

perpendicular m
ove. In the Japanese version, the characters go into the 

netherw
orld by falling perpendicularly into a hole. In this thesis, I w

ill 

define the differences in the distance and boundary betw
een the real 

w
orld and the netherw

orld in the Japanese and C
hinese versions of the 

rebirth story. 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
日
中
再
生
説
話 

現
世
と
冥
界 

距
離 

一
線 

坑 

 

は
じ
め
に 

 

遠
い
昔
の
頃
か
ら
、
無
数
の
人
々
が
不
老
不
死
、
再
生
の
術
を
求
め
た
も

の
の
、
結
局
「
死
」
と
い
う
宿
命
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
死
後
の
世
界
へ
の
恐
怖
心
と
、
そ
の
世
界
を
知
り
た
い
と
願
う
好
奇

心
が
芽
生
え
、
や
が
て
再
生
説
話
が
発
生
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
中
国
で
は
、
六
朝
時
代
か
ら
唐
宋
に
か
け
て
多
数
の
再
生
説
話
が
存
在

し
て
い
る
。
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
類
書
の
一
つ
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
全
五

百
巻
に
は
、
九
十
二
項
目
の
部
立
て
が
存
在
し
、
そ
の
中
で
も
再
生
部
は
十

二
巻
、
計
百
二
十
八
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
他
の
部
立
て
に
も
、

再
生
説
話
に
類
す
る
話
が
見
ら
れ
、
古
代
の
人
々
の
感
心
の
高
さ
が
こ
こ
か

ら
も
窺
い
知
れ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
死
を
体
験
し
た
登
場
人
物
が
、
冥
界

を
往
復
す
る
状
況
や
冥
界
で
の
出
来
事
を
語
る
、
と
い
う
記
述
内
容
か
ら
は
、

古
の
人
々
の
冥
界
に
対
す
る
認
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

日
中
の
再
生
説
話
を
比
較
し
た
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
特
に
『
日
本
霊

異
記
』
が
、
中
国
の
『
冥
報
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
六
朝
・
唐
の
説
話
に
影

響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
が
多
い

(

1)

。
ま
た
、
再
生

説
話
に
関
す
る
従
来
の
論
文
で
は
、
再
生
説
話
の
構
造
や
要
素
、
仏
教
の
影

響
な
ど
に
つ
い
て
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る

(

2)

。
本
稿
で
は
、
日
中
の
再
生

説
話
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
ま
り
な
か
っ
た
現
世
と
冥
界
に
お
け
る
往
復
距
離
と
、
移
動
方
向
の
二
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つ
に
焦
点
を
あ
て
、
は
じ
め
に
中
国
の
説
話
を
取
り
上
げ
、
次
に
日
本
の
説

話
を
挙
げ
て
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
冥
界
認
識
に
関
す
る
日
中
の
相
違
点
を

考
察
し
た
い
。
考
察
対
象
と
し
て
は
、『
太
平
広
記
』
及
び
六
朝
・
唐
の
古
小

説
集
、
な
ら
び
に
日
本
で
中
古
・
中
世
を
代
表
す
る
説
話
集
と
い
え
る
『
日

本
霊
異
記
』
、
『
今
昔
物
語
集
』
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
収
め
ら
れ
た
再
生
説

話
を
中
心
に
分
析
を
行
う

(

3)

。 

 

１ 

現
世
と
冥
界
と
の
距
離 

 

中
国
の
再
生
説
話
の
中
で
、
登
場
人
物
が
冥
界
に
行
く
際
に
、
冥
界
の
役

人
が
現
れ
、
そ
の
役
人
に
導
か
れ
て
冥
界
に
行
く
、
と
い
う
展
開
が
非
常
に

多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
冥
界
の
目
的
地
に
至
る
ま
で
の
距
離
が
ど

れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
明
記
し
て
い
る
資
料
も
存
在
し
、『
太

平
広
記
』
の
中
か
ら
全
三
十
八
例
が
看
取
さ
れ
た
。「
孫
廻
璞
」
に
は
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

 

①
「
孫
廻
璞
」
（
『
太
平
廣
記
』
卷
三
百
七
十
七
、
出
『
冥
報
記
』
） 

唐
殿
中
侍
醫
孫
廻
璞
、
濟
陰
人
也
。
貞
觀
十
三
年
、
從
車
駕
幸
九
成
宮

三
善
谷
、
與
魏
徵
隣
家
。
嘗
夜
二
更
、
聞
外
有
一
人
、
呼
孫
侍
醫
者
。

璞
謂
是
魏
徵
之
命
、
旣
出
、
見
兩
人
。
謂
璞
曰
、「
官
喚
。
」
璞
曰
、「
我

不
能
步
行
。
」
卽
取
馬
乘
之
。
隨
二
人
行
、
乃
覺
天
地
如
晝
日
光
明
、
璞

怪
而
不
敢
言
。
出
谷
、
歷
朝
堂
東
、
又
東
北
行
六
七
里
、
至
苜
蓿
谷
。

遙
見
有
兩
人
、
持
韓
鳳
方
行
。
語
所
引
璞
二
人
曰
、「
汝
等
錯
追
。
所
得

者
是
。
汝
宜
放
彼
。
」
人
卽
放
璞
。
璞
循
路
而
還
、
了
了
不
異
平
生
行
處
。 

（
唐
の
殿
中
侍
医
孫
廻
璞
は
、
済
陰
の
人
な
り
。
貞
観
十
三
年
、
車
駕

の
九
成
宮
の
三
善
谷
に
幸
す
る
に
従
ひ
、
魏
徴
と
家
を
隣
る
。
嘗
て
夜

二
更
、
外
に
一
人
の
、
孫
侍
医
を
呼
ぶ
者
有
る
を
聞
く
。
璞
是
れ
魏
徴

の
命
と
謂
ひ
、
既
に
出
で
、
両
人
を
見
る
。
璞
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
官
喚

ぶ
。
」
と
。
璞
曰
く
、「
我
歩
行
す
る
能
は
ず
。
」
と
。
即
ち
馬
を
取
り
之

に
乗
る
。
二
人
に
随
ひ
て
行
く
に
、
乃
ち
天
地
の
昼
日
の
如
く
光
明
な

る
を
覚
え
、
璞
怪
し
む
に
敢
へ
て
言
は
ず
。
谷
を
出
で
、
朝
堂
の
東
を

歴
、
又
東
北
に
行
く
こ
と
六
七
里
に
し
て
、
苜
蓿
谷
に
至
る
。
遥
か
に

両
人
有
り
、
韓
鳳
方
を
持
ち
て
行
く
を
見
る
。
璞
を
引
く
所
の
二
人
に

語
り
て
曰
く
、「
汝
等
錯
り
て
追
ふ
。
得
る
所
の
者
は
是
れ
な
り
。
汝
宜

し
く
彼
を
放
つ
べ
し
。
」
と
。
人
即
ち
璞
を
放
つ
。
璞
路
に
循
ひ
て
還
り
、

了
了
と
し
て
平
生
の
行
く
処
に
異
な
ら
ず
。
） 

  

孫
廻
璞
は
、
冥
界
か
ら
の
役
人
の
こ
と
を
魏
徴
の
部
下
と
思
い
込
み
、
そ

し
て
歩
け
な
い
の
で
馬
に
乗
っ
て
、
そ
の
ま
ま
二
人
に
つ
い
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。
夜
な
の
に
昼
の
よ
う
に
明
る
い
こ
と
を
不
審
に
思
っ
た
が
、
更
に
六

七
里
進
ん
だ
。
そ
の
後
、
人
違
い
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
、
孫
廻
璞
は
還
ら
さ

れ
る
、
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
見
え
る
九
成
宮
は
、
隋
の
時
代
に
仁

寿
宮
と
い
う
名
で
関
内
道
岐
州
麟
遊
県
（
現
在
の
陝
西
省
麟
遊
県
）
に
建
設

さ
れ
た
離
宮
で
あ
り
、
隋
末
に
は
荒
廃
し
た
が
、
唐
の
貞
観
五
年
（
六
三
一

年
）
に
修
復
さ
れ
て
九
成
宮
と
改
名
さ
れ
る
に
至
っ
た
、
実
在
す
る
宮
殿
名

で
あ
る

(

4)

。
一
方
、
孫
廻
璞
が
冥
界
の
役
人
に
連
れ
ら
れ
て
た
ど
り
着
い
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た
苜
蓿
谷
と
い
う
地
名
は
、
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
（
第
五
冊
「
隋
・
唐
・
五

代
十
国
時
期
」
）
や
『
中
国
歴
史
地
名
大
辞
典
』
に
お
い
て
確
認
で
き
ず
、
ま

た
『
旧
唐
書
』
及
び
『
新
唐
書
』
に
も
記
載
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
架

空
の
地
名
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
苜
蓿
谷
が
架
空
の
地
名
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
冥
界
の
地
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
孫
廻
璞

は
六
七
里
の
距
離
、
即
ち
唐
代
の
一
里
は
約
五
百
六
十
ｍ
で
あ
っ
た
た
め
、

少
な
く
と
も
三
・
四
㎞
以
上
の
距
離
を
移
動
し
て
、
冥
界
に
た
ど
り
着
い
た

こ
と
と
な
る
。
こ
の
話
で
は
、
移
動
距
離
が
六
・
七
里
と
な
っ
て
い
た
が
、

中
国
の
再
生
説
話
の
中
に
は
、
十
里
以
上
の
距
離
を
移
動
す
る
話
も
多
数
見

ら
れ
、
遠
い
も
の
で
は
「
二
千
余
里
」
、
現
在
の
距
離
に
改
め
れ
ば
千
百
二
十

㎞
余
り
、
と
な
っ
て
い
る
話
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
距
離
が
必
ず
し
も
現

実
的
な
数
値
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
現
世
か
ら
冥
界

へ
の
移
動
を
比
較
的
長
距
離
と
認
識
す
る
話
が
、
中
国
の
再
生
説
話
に
多
く

見
ら
れ
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
再
生
説
話
の
移
動
距
離
に
関
し
て
は
、

次
に
挙
げ
る
表
一
「
移
動
距
離
一
覧
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

        

 

往路 復路
王璹 冥報記 二百步 但東行二百步、有墻穿破見明、可推倒、卽至君家。
崔環 玄怪錄 數百步 行数百步、入城。
孫明 廣異記 可五六里 行可五六里、至一府門。
孫廻璞 冥報記 六七里 出谷、歷朝堂東、又東北行六七里、至苜蓿谷。
趙泰 冥祥記 數里 說初死之時、夢有一人、來近心下。復有二人、乘黃馬。從者二人、夾扶泰腋、徑將東行。不知可幾里、至一大城。
潘尊師 廣異記 可數里 俄爲人所攝、行可數里、至一甲第。門前悉是群龍。入門十餘步、有大廳事。
劉憲 宣室志 數里 卽與偕往、出城數里、至一公署、見冥官在廳。
吳全素 玄怪錄 約數里 出開遠門二百步、…約數里、入城郭見官府。
唐方開山 冥報拾遺 可十餘里 初死之時、被二人引去、行可十餘里、卽上一山。
金壇王丞 廣異記 十餘里 甲倉卒隨去、出城行十餘里、到一府署。
薛濤 廣異記 可十餘里 行可十餘里、至一城。
霍有鄰 廣異記 十餘里 有鄰拜辭訖。出門十餘里、至一大坑、爲吏推落。遂活。
六合縣丞 廣異記 十餘里 遣女子隨丞還。行十餘里、分路各活。
周頌 廣異記 十餘里 乘令追人送頌。行數里、其人大罵云、…如得五千貫、當送汝還。…使者乃行十餘里。至一石井。
蘇履霜 玄怪錄 一二十里 履霜遂行、一二十里間。果逢舍利王弋獵。
沈聿
 集異記 可二十里 二吏呵驅甚迫、遂北行可二十里。
李及 廣異記 三十餘里 行三十餘里、至三門、狀若城府。
裴齡 廣異記 五十里 吏出門行十餘里、煙火乃絕、唯一逕在衰草中。可行五十里、至一城。
程逸人 宣室志 約五十餘里 約五十餘里、適遇丈夫朱衣。仗劍怒目、從空而至。
崔紹 玄怪錄 五十許里 王遂行、紹次之、二使者押紹之後。行五十許里。
朱同 史傳 可五十里 倉卒隨去、出癭陶城、行可五十里、見十餘人臨河飮酒。
許琛 河東記下 六七十里 其北可行六七十里、荊棘榛莽之中、微有逕路。　
元稚宗 祥異記 數十里 說初有一百許人、縛稚宗、去數十里、至一佛圖。
智達 冥祥記 數十里 二人引達將去、行數十里。
盧氏
 廣異記 可數十里 行可數十里、至一城、城甚壯大。
張質 續玄怪錄 數十里 出數十里。至一栢林。使者曰、「到此宜下馬。」遂步行百餘步、入城。　
李簡 酉陽雜俎 數十里 行數十里、至大城、署曰王城。
李公石 酉陽雜俎 數十里 不覺向北、約行数十里、至野外。
杜鵬擧 朝野僉載 凡數十里 直北上邙山、可十餘里。…尋小徑東行、凡數十里、天氣昏慘、如冬凝陰。
僧法正 酉陽雜俎 數十里 因隨吏行數十里、至一大坑。
陳安居 冥祥記 三百許里 行三百許里、至一城府 。
王掄 通幽記 數百里 掄家在西定遠、去中城數百里。便見一山下有崎嶇小道。
貝禧 稽神錄 二千餘里 云已行二千餘里矣、向曉復行。久之、至一城。
韋延之 廣異記 數十里 百餘步 行數十里、至一所、有府署。…因爾遂出、行百餘步。
董觀 宣室志 十餘里 數里 行十餘里、至一水、穢不可近。…至數里、又見一人。
張汶 宣室志 十數里 百餘里 牽汶袂而去。行十數里、路曛黑不可辨。…可行百餘里、方覺其影稍近。
劉溉 宣室志 數百里 十餘里 經高原大澤數百里、抵一城。…竇遂告別、未十餘里。
許文度
 宣室志 數百里 數十里 四望間、寂然無雞犬聲、且不知幾百里。…又行十餘里、至一水。…於是金人與文度皆行數十里、俄見里門、喜不勝。

表一　「移動距離一覧表」(筆者作成)

話名 出典
移動距離

本文該当箇所
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ま
た
、
移
動
距
離
が
極
め
て
遠
い
場
合
に
は
、
途
中
で
宿
に
泊
ま
る
こ
と

も
あ
る
。「
貝
禧
」
と
い
う
話
の
中
で
、
冥
界
に
行
く
場
面
の
み
を
挙
げ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

②
「
貝
禧
」
（
『
太
平
廣
記
』
卷
三
百
七
十
八
、
出
『
稽
神
錄
』
） 

乃
出
門
、
與
周
殷
各
乘
一
馬
。
其
疾
如
風
、
涉
水
不
溺
。
至
暮
、
宿
一

村
店
。
店
中
具
酒
食
、
而
無
居
人
。
雖
設
燈
燭
、
如
隔
帷
幔
。
云
已
行

二
千
餘
里
矣
。
向
曉
復
行
。
久
之
、
至
一
城
。 

（
乃
ち
門
を
出
で
、
周
殷
と
各
お
の
一
の
馬
に
乗
る
。
其
の
疾
き
こ
と

風
の
如
く
、
水
を
渉
る
も
溺
れ
ず
。
暮
れ
に
至
り
、
一
の
村
店
に
宿
る
。

店
中
に
酒
食
を
具
ふ
る
に
、
居
る
人
無
し
。
灯
燭
を
設
く
と
雖
も
、
帷

幔
を
隔
つ
る
が
如
し
。
云
ふ
に
已
に
行
く
こ
と
二
千
余
里
な
り
と
。
暁

に
向
ん
と
し
て
復
た
行
く
。
之
を
久
し
く
し
て
、
一
城
に
至
る
。
） 

 

こ
こ
で
は
、
貝
禧
が
冥
界
に
召
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二
人
の
判
官
と
と
も

に
移
動
し
て
い
る
。
冥
界
ま
で
の
距
離
は
二
千
里
を
超
え
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
こ
こ
で
馬
に
乗
っ
て
い
る
の
も
、
距
離
が
遠
い
た
め
で
あ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
馬
の
速
さ
は
風
の
よ
う
で
あ
り
、
川
を
渡
っ
て

も
溺
れ
な
い
と
、
極
め
て
特
殊
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
あ

ま
り
に
も
遠
い
た
め
日
暮
れ
と
な
り
、「
店
」
と
記
さ
れ
る
宿
で
一
晩
を
過
ご

す
こ
と
に
な
る
。
安
田
真
穂
氏
は
、
冥
界
で
の
「
店
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
指
摘
し
て
い
る

(

5)

。 

 

冥
界
か
ら
の
帰
り
道
が
現
世
の
旅
の
様
子
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

現
世
で
の
旅
に
欠
か
せ
な
い
「
店
」（
宿
）
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

帰
途
、
日
が
暮
れ
て
泊
ま
る
場
合
、
初
期
の
再
生
譚
で
は
樹
下
や
小
窟

で
夜
を
明
か
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
「
店
」
に
変
わ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
行
く
道
に
も
「
店
」
が
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
宿
の
形
態
も
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
発
展
が
見
ら
れ
る

と
い
え
よ
う
。 

 

貝
禧
の
話
で
は
、
冥
官
と
し
て
の
仕
事
が
与
え
ら
れ
た
た
め
、
冥
界
へ
行
く

と
い
う
筋
に
な
っ
て
い
る
。
唐
代
の
中
国
に
お
い
て
は
都
か
ら
左
遷
さ
れ
た

人
や
、
あ
る
い
は
辺
鄙
な
地
か
ら
都
に
出
て
試
験
を
受
け
る
人
な
ど
、
何
十

日
も
か
け
て
数
千
里
を
移
動
す
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
り
、
冥
界
へ
の
移

動
に
も
こ
の
よ
う
な
現
実
社
会
の
様
子
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、
唐
代
に
は
、
交
通
網
が
大
い
に
発
展
を
遂
げ
た
。
国
内
の
交
通

路
線
の
総
延
長
が
二
万
五
千
里
以
上
あ
り
、
亭
駅
が
千
六
百
箇
所
以
上
も
設

置
さ
れ
て
い
た

(

6)

。
ま
た
、
民
間
人
が
食
事
付
き
の
宿
舎
（
店
）
を
経
営

す
る
こ
と
も
あ
り

(

7)

、
遠
距
離
の
旅
が
当
時
に
お
い
て
日
常
的
で
あ
っ
た

実
態
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
実
社
会
に
お
け
る
交
通
網
の
発
達
が
、

再
生
説
話
と
い
う
虚
構
の
世
界
に
も
影
響
を
与
え
、
長
距
離
の
移
動
や
店
の

存
在
を
示
す
描
写
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
方
、
日
本
の
再
生
説
話
に
お
い
て
も
、
冥
界
に
赴
く
際
に
、
役
人
が
迎

え
に
き
て
、
移
動
す
る
と
い
う
話
が
多
い
も
の
の
、
中
国
の
説
話
の
よ
う
に
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具
体
的
な
距
離
が
明
示
さ
れ
て
い
る
話
は
一
例
し
か
看
取
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
一
例
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
九
の
第
三
十
二
話
で
、
『
冥
報
記
』
を
典

拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
「
孫
廻
璞
」
と
同
じ
話
で
あ
り
、
そ

れ
を
見
る
こ
と
と
す
る
。 

 

③
「
侍
御
史
遜
逈
璞
、
依
冥
途
使
錯
従
途
帰
語
」
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
九

第
三
十
二
） 

 
 

此
ノ
二
人
ノ
使
、
逈
璞
ヲ
北
ノ
谷
ノ
口
ニ
引
テ
、
朝
堂
ノ
東
北
ヲ
歴
テ
、

六
七
里
行
テ
苜
蓿
ノ
谷
ニ
至
ル
ニ
、
遥
ニ
見
レ
バ
、
亦
二
ノ
人
有
テ
、

韓
ノ
鳳
方
ト
云
フ
人
ヲ
引
テ
、
将
行
ク
。 

 

こ
の
一
例
を
除
く
と
、
漢
籍
を
典
拠
と
す
る
も
の
以
外
は
、
日
本
の
再
生

説
話
に
お
い
て
は
、
現
世
と
冥
界
と
の
移
動
距
離
が
基
本
的
に
記
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
こ
こ
に
中
国
の
再
生
説
話
と
の
大
き
な
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
中
国
は
土
地
が
広
大
で
、
都
市
と
都
市
の
間
が

遠
く
離
れ
、
一
日
で
は
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
実
体
の

反
映
が
考
え
ら
れ
る
。
中
国
の
再
生
説
話
で
は
、
冥
界
に
も
官
僚
組
織
が
存

在
す
る
な
ど
、
現
実
社
会
を
反
映
さ
せ
た
描
写
が
随
所
に
見
ら
れ
、
こ
の
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
冥
界
へ
の
移
動
距
離
に
つ
い
て
も
現
実
社
会
の
投
影
が

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
不
思
議
で
な
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
馬

に
乗
っ
た
り
宿
に
泊
ま
っ
た
り
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
も
、
同

じ
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の

再
生
説
話
で
は
因
果
応
報
や
仏
教
信
仰
、
地
獄
の
光
景
な
ど
の
描
写
が
説
話

の
主
体
と
な
っ
て
い
て
、
距
離
に
対
す
る
意
識
が
薄
く
、
従
っ
て
具
体
的
な

数
値
も
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

(

8)

。 

 

２ 

冥
界
と
現
世
の
間
に
存
在
す
る
一
線 

 

先
に
用
例
①
と
し
て
挙
げ
た
「
孫
廻
璞
」
の
話
で
は
、
彼
が
死
の
自
覚
を

持
た
ず
、
そ
の
ま
ま
冥
界
に
向
か
う
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
た
。
前
野
直

彬
氏
は
中
国
の
再
生
説
話
に
お
い
て
人
が
冥
界
と
現
世
を
出
入
り
す
る
描
写

に
着
目
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(

9)

。 

 

し
か
し
、
以
下
の
諸
例
に
も
見
る
よ
う
に
、
冥
界
を
訪
れ
る
人
の
多
く

は
、
往
き
に
は
そ
の
自
覚
を
持
た
ず
、
し
ご
く
簡
単
に
そ
こ
へ
入
っ
て

行
く
（
死
ぬ
の
は
簡
単
な
こ
と
だ
か
ら
）
。
し
か
し
冥
界
か
ら
の
帰
り
に

は
、
幽
冥
の
境
を
な
す
一
線
を
、
何
か
の
方
法
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
ね

ば
な
ら
な
い
（
生
き
か
え
る
の
は
た
い
へ
ん
に
困
難
な
こ
と
だ
か
ら
）
。 

 

気
付
か
な
い
う
ち
に
簡
単
に
冥
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
る
反
面
、
生
き
返
る

に
は
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
前
野
氏
が
こ
こ
で
言
う
「
幽
冥
の
境
を
な
す
一
線
」
と
は
、
死
生
を

隔
て
て
い
る
境
界
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
線
を

乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
冥
界
に
行
く
こ
と
と
な
り
、
ま
た
現
世
へ
の
帰

還
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
中
国
の
再
生
説
話
で
は
、
冥
界
へ
行
く
時
に
は

遠
い
道
の
り
を
移
動
す
る
の
に
対
し
て
、
現
世
へ
の
帰
路
で
は
山
か
ら
落
ち
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た
り
、
穴
に
落
ち
た
り
す
る
な
ど
、
特
殊
な
行
動
を
経
た
後
に
、
夢
の
よ
う

な
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
時
間
で
生
き
返
る
、
と
い
う
話
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。

更
に
移
動
の
方
向
を
大
ま
か
に
分
類
す
る
と
、
冥
界
に
行
く
時
が
水
平
方
向

で
あ
る
の
に
対
し
、
現
世
に
帰
る
時
は
垂
直
方
向
と
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
坑
」
に
関
す
る
話
を
取
り
上
げ
る
。

「
鄧
儼
」
の
該
当
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

④
「
鄧
儼
」
（
『
太
平
廣
記
』
卷
三
百
七
十
八
、
出
『
酉
陽
雜
俎
』
） 

旁
有
一
人
謂
鄧
、
「
旣
不
能
書
、
可
令
還
也
。
」
蔣
草
草
被
領
還
、
隕
一

坑
中
而
覺
。
因
病
、
右
手
遂
廢
。 

（
旁
ら
に
一
人
有
り
て
鄧
に
謂
ふ
、「
既
に
書
く
能
は
ざ
れ
ば
、
還
ら
し

む
べ
き
な
り
。
」
と
。
蔣
草
草
と
し
て
領
せ
ら
れ
て
還
り
、
一
の
坑
中
に

隕
ち
て
覚
む
。
病
に
因
り
、
右
手
遂
に
廃
す
。
） 

  

こ
の
話
で
は
、
蔣
古
と
い
う
者
が
あ
る
日
、
突
然
病
に
か
か
っ
て
死
亡
し
、

冥
界
に
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
生
前
に
上
司
で
あ
っ
た
鄧
儼
か
ら
、
大
量
の

文
章
を
記
述
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
る
。
そ
こ
で
蔣
古
は
右
腕
を
負
傷
し
た
と

嘘
を
つ
き
、
現
世
に
帰
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
帰
る
途
中
で
「
坑
」
に
落
ち

て
し
ま
い
、
後
に
目
が
覚
め
る
と
生
き
返
っ
て
い
た
、
と
い
う
展
開
に
な
っ

て
い
る
。
「
坑
」
は
「
地
面
に
あ
い
た
穴
や
く
ぼ
み
。
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

一
方
、
秦
代
に
行
わ
れ
た
「
焚
書
坑
儒
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
生
き
埋

め
に
す
る
。
」
と
い
う
意
味
も
存
在
す
る

(

10)

。
生
き
た
人
間
が
入
る
、
或
い

は
入
れ
ら
れ
る
穴
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
「
坑
」
が
、
再
生
説
話
の
中
で

は
、
生
き
返
る
際
の
一
線
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
は
極
め
て
興
味
深
い
と

い
え
よ
う
。
実
際
に
、
一
度
死
ん
だ
と
み
な
さ
れ
て
埋
め
ら
れ
た
が
、
実
は

生
き
続
け
て
い
た
人
間
が
、
一
定
の
時
間
を
経
た
後
に
穴
の
中
か
ら
出
て
来

る
、
と
い
う
現
象
が
、
古
の
中
国
で
は
日
常
生
活
の
中
に
少
な
か
ら
ず
存
在

し

(

11)

、
こ
う
し
た
実
態
に
影
響
を
受
け
て
、
再
生
説
話
の
中
で
「
坑
」
に

特
別
な
機
能
が
与
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
六
朝
か

ら
唐
末
五
代
に
か
け
て
の
再
生
説
話
全
体
の
中
で
、「
幽
冥
の
境
を
な
す
一
線
」

と
し
て
、「
坑
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
話
は
全
十
五
例
と
、
一
定
の
分
量
が
看

取
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
も
、「
坑
」
と
生
者
と
を
結
び
つ
け
る
発
想
が
、
あ
る

程
度
の
普
遍
性
を
有
し
て
い
た
裏
付
け
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
再
生

説
話
に
見
ら
れ
る
一
線
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
次
に
挙
げ
る
表
二
「
中

国
の
再
生
説
話
に
お
け
る
生
へ
の
一
線
」
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 



現代社会文化研究 No. 63 2016 年 12 月 

 - 7 - 

 

「
坑
」
は
、
地
面
に
掘
ら
れ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
移
動
の
方

向
と
し
て
は
垂
直
に
な
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
垂
直
方
向
の
移
動
を
示
す
話

と
し
て
、
山
か
ら
落
ち
る
記
述
の
見
ら
れ
る
「
劉
薛
」
を
次
に
挙
げ
る
こ
と

と
す
る
。 

 

⑤
「
劉
薛
」
（
『
太
平
廣
記
』
卷
三
百
七
十
九
、
出
『
塔
寺
記
』
） 

語
竟
、
如
墜
高
巖
、
忽
然
醒
寤
。 

（
語
り
竟
は
る
に
、
高
巌
を
墜
つ
る
が
如
く
、
忽
然
と
し
て
醒
寤
す
。
） 

 

突
如
病
に
か
か
っ
て
死
亡
し
た
劉
薛
は
、
冥
界
で
観
世
音
菩
薩
に
会
い
、

仏
教
に
帰
依
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
再
生
を
許
さ
れ
、
そ
の
後
高
い
崖
か
ら

落
ち
た
よ
う
に
な
り
、
目
を
覚
ま
す
。「
如
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ

く
ま
で
も
劉
薛
の
感
覚
に
す
ぎ
な
い
が
、
高
い
崖
か
ら
落
ち
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
の
劉
薛
が
冥
界
の
中
で
山
の
よ
う
な
高
い
所
に
い
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。
中
国
で
は
、
遠
い
昔
か
ら
山
岳
に
対
す
る
信
仰
が
あ
り
、

山
に
は
神
が
住
ん
で
い
て
、
ま
た
山
自
体
を
神
と
見
な
す
考
え
方
が
存
在
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
人
が
死
ん
だ
後
に
、
魂
は
山
へ
、
中
で
も
具
体
的
に
泰

山
へ
赴
く
と
い
う
説
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
即
ち
山
は
、
古
代
中
国
に

お
い
て
冥
界
の
一
種
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
先
学
の
論
考
が
多
く
存
在
す
る
。
伊
藤
清
司
氏
は
『
死
者
の
棲
む
楽

園
―
古
代
中
国
の
死
生
観
』
の
中
で

(

12)

、 

 

た
だ
し
、
泰
山
が
冥
界
の
本
山
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
山
海

生死を隔つ一線 話名 出典 本文該当箇所
支法衡 冥祥記 衡渴、欲飮水、乃墮水中、因便得蘇。
王忠幹 酉陽雜俎 至荒野、遇大河、欲渡無因。…纔頭低未擧、神人把腰、擲之空中、久方著地、忽如夢覺。

井 周頌 廣異記 遂推頌落井而活。
任義方 法苑珠林 遂落坑中、應時卽起。
方山開 冥報拾遺 及下山、見一大坑、極穢惡。忽被二人推入、須臾卽蘇。
齊士望 法苑珠林 使者推之、遂入坑內、不覺漸蘇。
李知禮 冥報記 知禮惶懼、委身投坑、卽得蘇也。
孟知儉 朝野僉載 遂至荒榛、入一黑坑、遂活。
張御史 廣異記 某因冥然如落深坑、因此遂活。
崔明達 廣異記 明不識其屍、但見大坑。吏推明達於坑、遂活。
霍有鄰 廣異記 至一大坑、爲吏推落、遂活。
鄧成 廣異記 麟前有一大水坑。令成合眼、推入坑中、遂活。
河南府史 廣異記 令左右以竹杖染水、點其足上。因推坑中、遂活。
李虛 紀聞 燈旁有大坑、昏黑不見底。二吏推墮之、遂蘇。
僧法正 酉陽雜俎 因隨吏行數十里、至一大坑。吏因臨坑、自後推之、若隕空焉。
鄧儼 酉陽雜俎 蔣草草被領還、隕一坑中而覺。
竇德玄 報應記 出墮坑中、於是得活。
李丘一 報應記 至一坑、策推之、遂活。
劉薛 塔寺記 語竟、如墜高巖、忽然醒寤。
孫廻璞 冥報記 卽推璞墮山。於是驚悟。
梁氏 冥報拾遺 始送令歸。初似落深崖、少時如睡覺。

徑 唐張公瑾 冥報記 遣使者送嘉運、至一小澀徑、指令由此路歸。嘉運入徑便活。
舍 隋孫寶 冥報記 指一空舍、令寶入中、旣入而蘇。
牆 裴則子 冥報拾遺 及登牆、望見己舍、遂聞哭聲、乃跳下牆。忽覺起坐。
門 延陵村人妻 稽神錄 因逐之使廻。走出門、遂蘇。

表二　「中国の再生説話における生への一線」(筆者作成)

水

高巖（山）

坑
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経
』
の
成
立
よ
り
は
る
か
に
の
ち
の
時
代
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
時

期
は
大
ま
か
に
い
え
ば
漢
代
。
漢
の
熹
平
四
年
（
一
七
五
）
頃
に
は
泰

山
冥
界
の
信
仰
が
す
で
に
長
安
地
方
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
西
安

出
土
の
「
熹
平
四
年
十
二
月
瓶
」
に
記
さ
れ
た
「
生
人
ハ
西
、
長
安
ニ

属
シ
、
死
人
ハ
東
、
大
山
ニ
属
ス
…
」
の
記
文
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る

か
ら
、
お
そ
く
て
も
後
漢
中
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

と
指
摘
し
て
い
る
。
山
が
冥
界
で
あ
る
以
上
、
山
か
ら
落
ち
る
こ
と
で
冥
界

か
ら
離
脱
し
、
現
世
に
帰
還
し
て
再
生
を
果
た
す
、
と
い
う
発
想
は
容
易
に

理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
右
の
「
劉
薛
」
の
話
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
高

巌
や
山
か
ら
落
ち
る
こ
と
で
再
生
を
遂
げ
る
、
と
い
う
記
述
は
、
中
国
の
再

生
説
話
に
お
い
て
全
三
例
見
ら
れ
、
何
れ
も
山
岳
信
仰
、
特
に
泰
山
信
仰
の

影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
方
、
日
本
の
再
生
説
話
に
お
い
て
は
、
中
国
の
説
話
に
基
づ
く
類
話
を

除
く
と
、「
水
」
や
「
穴
」
に
落
ち
た
り
、
高
い
山
か
ら
落
ち
た
り
し
て
生
き

返
る
、
と
い
う
話
は
看
取
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
再
生
説
話
で

は
往
路
、
即
ち
死
亡
す
る
場
面
で
「
穴
」
に
垂
直
に
落
ち
る
、
と
い
う
話
が

二
例
看
取
さ
れ
た
。
ま
ず
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
七
の
第
十
九
話
「
三
井
寺

浄
照
、
依
地
蔵
助
得
活
語
」
を
見
る
こ
と
と
す
る
。 

 

⑥
「
三
井
寺
浄
照
、
依
地
蔵
助
得
活
語
」
（
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
七
第
十

九
） 其

ノ
時
ニ
、
俄
ニ
猛
キ
者
二
人
出
来
テ
、
浄
照
ヲ
搦
メ
捕
ヘ
テ
、
駆
追

テ
黒
山
ノ
有
ル
麓
ニ
至
ル
。
其
ノ
山
ノ
中
ニ
大
キ
ニ
暗
キ
一
ノ
穴
有
リ
。

即
チ
浄
照
ヲ
其
ノ
穴
ニ
押
シ
入
ル
。
其
ノ
程
、
浄
照
心
迷
ヒ
肝
砕
テ
、

思
ユ
ル
事
無
シ
。
但
シ
、
纔
ニ
心
有
テ
自
ラ
思
ハ
ク
、「
我
レ
ハ
死
ヌ
ル

也
ケ
リ
。
」
…
穴
ニ
落
入
ル
間
、
風
極
テ
猛
ク
シ
テ
、
二
ノ
目
ニ
風
当
テ
、

甚
ダ
難
堪
シ
。
然
レ
バ
、
二
ノ
手
ヲ
以
テ
自
ラ
目
ニ
覆
フ
。
而
ル
間
、

遥
ニ
堕
テ
、
閻
魔
ノ
庁
ニ
至
ヌ
。 

 

こ
れ
は
、
浄
照
と
い
う
僧
侶
が
追
い
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
山
の
中
に

あ
る
穴
に
落
ち
て
し
ま
い
、
閻
魔
の
い
る
役
所
に
た
ど
り
着
く
、
と
い
う
話

で
あ
る
。
穴
は
暗
く
、
中
の
風
は
強
く
、
そ
し
て
極
め
て
深
い
と
描
写
し
て

い
る
。
こ
の
穴
に
関
し
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』

の
語
注
に
、「
死
者
が
暗
い
穴
を
落
下
し
て
冥
途
に
至
る
と
い
う
考
え
は
一
般

に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
本
巻
第
二
十
二
話
に
も
見
ら
れ
る
」
と
の
指
摘
が
な

さ
れ
て
い
る

(

13)

。
し
か
し
、「
一
般
に
見
ら
れ
る
も
の
」
と
い
う
点
を
め
ぐ

っ
て
は
、
丸
山
顕
徳
氏
が
、『
日
本
霊
異
記
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
冥
界
説
話

を
考
察
し
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

(

14)

。 

 

例
え
ば
、
日
本
神
話
で
い
う
黄
泉
国
は
、
横
穴
式
古
墳
説
を
と
る
に
し

ろ
、
殯
宮
説
を
と
る
に
し
ろ
、
黄
泉
津
比
良
坂
の
存
在
か
ら
、
地
下
の

世
界
と
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
仏
教
で
い
う
地
獄
は
、

奈
落
の
底
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
地
下
数
万
由
旬
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
両
者
の
方
向
は
と
も
に
地

下
に
向
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
日
本
霊
異
記
の
冥
界
を
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調
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
地
下
で
あ
る
と
す
る
説
話
は
一
話
も
み
あ

た
ら
な
い
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
日
本
霊
異
記
』
の
段
階
で
は
穴
に
落
ち
て
冥
界
に
行
く
、
と

い
う
話
が
見
ら
れ
ず
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
冥
界
へ
の
認
識
が
変
化
し
、

そ
こ
へ
至
る
経
路
に
も
新
た
な
種
類
が
発
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
右
の
三
井
寺
の
浄
照
の
話
で
は
、
冥
界
へ
と
移
動
す
る
途
中
の
描
写
が
、

読
み
手
に
一
種
の
恐
怖
感
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関

し
て
、
先
に
挙
げ
た
新
全
集
の
語
注
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
『
今
昔
物
語
集
』

巻
第
十
七
の
第
二
十
二
話
「
賀
茂
盛
孝
、
依
地
蔵
助
得
活
語
」
の
中
で
は
、

一
層
の
恐
怖
感
を
覚
え
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
当
該
部
分
を
挙

げ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

⑦
「
賀
茂
盛
孝
、
依
地
蔵
助
得
活
語
」（
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
第
十
七
第
二
十

二
） 沐

浴
シ
テ
上
ル
間
、
忽
ニ
絶
入
ヌ
。
即
チ
盛
孝
大
ナ
ル
穴
ニ
入
テ
、
頭

ヲ
逆
サ
マ
ニ
堕
下
ル
。
而
ル
間
、
目
ニ
猛
火
ノ
炎
ヲ
見
、
耳
ニ
叫
ビ
泣

ク
音
ヲ
聞
ク
。
四
方
ニ
震
動
シ
テ
雷
ノ
響
ノ
如
シ
。
其
ノ
時
ニ
、
盛
孝

心
迷
ヒ
肝
砕
ケ
テ
、
音
ヲ
挙
テ
泣
キ
悲
ト
云
ヘ
ド
モ
、
更
ニ
其
ノ
益
無

シ
。
而
ル
間
、
高
楼
ノ
官
舎
ノ
有
ル
庭
ニ
到
リ
着
ヌ
。 

  

引
用
部
分
で
は
、
盛
孝
と
い
う
男
が
沐
浴
を
し
て
い
る
際
に
急
死
し
て
し

ま
い
、
頭
を
逆
さ
に
し
て
大
き
な
穴
を
落
ち
て
い
く
、
と
い
う
記
述
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
落
下
す
る
途
中
の
様
子
と
し
て
、「
猛
火
ノ
炎
」
や
「
叫

ビ
泣
ク
音
」
な
ど
、
恐
怖
心
を
大
い
に
掻
き
立
て
る
表
現
が
、
極
め
て
具
体

的
な
形
で
含
ま
れ
て
い
る
。
中
国
の
再
生
説
話
に
お
け
る
穴
が
、
生
き
返
る

際
の
一
線
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
の
再
生
説
話
の
場
合
、

同
じ
穴
で
あ
っ
て
も
冥
界
に
赴
く
際
の
一
線
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
更

に
そ
こ
に
は
恐
怖
を
駆
り
立
て
る
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
は
、
極
め

て
対
照
的
と
言
え
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
「
穴
」
の
項
に
よ
る
と
、「
墓

穴
を
も
い
う
。
…
＊
今
昔
（
１
１
２
０
頃
か
）
一
一
・
一
『
此
、
幸
也
。
我

が
死
な
む
日
は
穴
を
同
く
し
て
共
に
可
埋
（
う
づ
む
べ
）
し
』
…
」
と
記
さ

れ
て
い
る

(

15)

。
則
ち
『
今
昔
物
語
集
』
の
再
生
説
話
に
お
け
る
穴
は
、
冥

界
へ
の
入
り
口
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
穴
を
落
ち
る
こ
と
は
死
に
直
結

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
死
と
い
う
現
象
を
忌
み

嫌
い
、
恐
れ
る
と
い
う
発
想
か
ら
、
恐
怖
心
を
強
く
抱
か
せ
る
よ
う
な
記
述

が
、
穴
を
落
ち
る
描
写
の
中
に
書
き
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

 

お
わ
り
に 

  
再
生
譚
と
目
し
う
る
説
話
は
、
日
中
の
双
方
に
古
く
か
ら
多
数
存
在
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
説
話
群
に
お
い
て
は
冥
界
の
描
写
を
は
じ
め
、
様
々
な
共

通
点
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
現
世
と
冥
界
と
の
移
動
状
況
に
焦
点
を
当
て

る
と
、
移
動
距
離
の
記
載
や
宿
泊
に
関
す
る
言
及
の
有
無
、
ま
た
垂
直
方
向

へ
の
移
動
に
対
す
る
認
識
の
差
異
な
ど
、
日
中
の
再
生
説
話
に
は
少
な
か
ら
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ざ
る
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
国
の
再
生
説
話
が
当

時
の
実
社
会
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
、
ま
た
「
坑
」
の
よ
う
に
漢
字
固
有
の
象

徴
性
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
一
方
、
日
本
の
再
生
説
話
で
は
再
生
理
由
を

因
果
応
報
と
関
連
づ
け
た
り
、
死
に
対
す
る
忌
避
の
念
を
強
調
し
た
り
す
る

な
ど
、
説
話
成
立
の
背
景
に
存
す
る
両
者
の
相
違
点
が
、
現
世
と
冥
界
の
往

復
を
め
ぐ
る
描
写
に
も
幾
許
か
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
垂
直
の
移
動
と
い
う
限
ら
れ
た
方
向
に
つ
い
て
の

み
論
じ
て
き
た
が
、
再
生
説
話
に
記
さ
れ
て
い
る
移
動
の
描
写
に
は
、
東
西

南
北
に
代
表
さ
れ
る
方
位
を
明
記
し
た
話
も
多
数
存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
日
中
再
生
説
話
に
見
ら
れ
る
方
位
の
特
徴
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
論

じ
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

〈
注
〉 

 (

1) 

内
田
道
夫
「
日
本
の
説
話
と
中
国
の
説
話
―
『
日
本
霊
異
記
』『
今
昔
物
語
』
を

中
心
に
ー
」（
『
日
本
文
化
研
究
所
報
告
』
五
・
六 

一
九
七
一
年
）
、
八
木
毅
「
日

本
霊
異
記
と
冥
報
記
」（
和
漢
比
較
文
学
叢
書
『
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
所
収 

汲

古
書
院 

一
九
八
六
年
）
、
潘
寧
「
『
日
本
霊
異
記
』
の
冥
界
説
話
に
つ
い
て
の
考

察
―
和
漢
比
較
の
視
点
か
ら
―
」（
『
国
際
文
化
学
』
第
二
十
五
号 

二
〇
一
二
年
）

な
ど
が
あ
る
。 

(

2) 

前
野
直
彬
『
中
国
小
説
史
考
』
（
秋
山
書
店 

一
九
七
五
年
）
、
澤
田
瑞
穂
『
中
国
の

伝
承
と
説
話
』
（
研
文
出
版 

一
九
八
八
年
）
、
先
坊
幸
子
「
六
朝
『
再
生
説
話
』
の
研

究
」
（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
三
十
四
号 

一
九
九
八
年
）
、
小
林
真
由
美
「
中
有

と
冥
界
―
『
日
本
霊
異
記
』
の
蘇
生
説
話
―
」
（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
三
十
二
号 

二
〇
〇
九
年
）
、
田
崎
篤
朗
「
古
代
に
み
ら
れ
る
中
国
文
化
へ
の
憧
憬
と
自
土
意
識
―

『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
地
獄
観
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第

四
十
四
号 

一
九
九
四
年
）
、
丸
山
顕
徳
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
冥
界
説
話
」
（『
日

本
霊
異
記
の
世
界
』
所
収 

三
弥
井
書
店 

一
九
八
二
年
）
、
出
雲
路
修
「
『
よ
み
が
え

り
』
考
―
日
本
霊
異
記
説
話
の
世
界
」
（『
国
語
国
文
』
第
四
十
九
巻
十
二
号 

一
九
八

 

〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。 

(

3) 

テ
キ
ス
ト
は
、
『
太
平
廣
記
』
（
中
華
書
局 

一
九
六
一
年
）
を
用
い
、
巻
三
百

七
十
五
「
再
生
一
」
～
巻
三
百
八
十
六
「
再
生
十
二
」
を
中
心
に
、
他
の
部
か
ら

も
適
宜
追
補
を
行
っ
た
。
六
朝
・
唐
の
古
小
説
に
つ
い
て
は
、
『
拾
遺
記
』
（
中
華

書
局 

一
九
八
一
年
）
、
『
博
物
志
校
証
』
（
中
華
書
局 

一
九
八
〇
年
）
、
『
古
小

説
鉤
沈
』
（
人
民
文
学
出
版
社 

一
九
五
一
年
）
、
『
新
輯
捜
神
記 

新
輯
捜
神
後

記
』（
中
華
書
局 

二
〇
〇
七
年
）
、『
冥
報
記 

広
異
記
』（
中
華
書
局 

一
九
九

二
年
）
、
『
独
異
志 

宣
室
志
』
（
中
華
書
局 

一
九
八
三
年
）
、
『
玄
怪
録 

続
玄

怪
録
』（
中
華
書
局 

二
〇
〇
六
年
）『
隋
唐
嘉
話 

朝
野
僉
載
』（
中
華
書
局 

二

〇
〇
五
年
）
、
『
酉
陽
雑
俎
』（
中
華
書
局 

一
九
八
一
年
）
、『
裴
鉶
伝
奇
』（
上
海

古
籍
出
版
社 

一
九
八
〇
年
）
、
『
稽
神
録 

括
異
志
』
（
中
華
書
局 

一
九
九
六

年
）
、『
纂
異
記 

甘
沢
謡
』（
上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
九
一
年
）
、『
博
異
志 

集

異
記
』
（
中
華
書
局 

一
九
八
〇
年
）
に
基
づ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、『
日

本
霊
異
記
』
、
『
今
昔
物
語
集
』
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
岩
波
書
店
の
新
日
本
文

学
大
系
を
用
い
る
。  

(

4) 

趙
文
潤
『
両
唐
書
辞
典
』
（
山
東
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。  

(

5) 

安
田
真
穂
「
文
言
小
説
に
お
け
る
再
生
譚
に
関
す
る
一
考
察
―
『
太
平
廣
記
』

を
中
心
に
ー
」
（
『
中
国
学
志
』 

泰
号 

一
九
九
六
年
）
七
二
頁
。  

(

6) 

白
寿
彝
『
中
國
交
通
史
』
第
三
篇
「
隋
唐
宋
時
代
之
交
通
」
第
二
章
「
隋
唐
宋

底
國
内
交
通
路
線
」（
上
海
書
店 

一
九
八
四
年
）
に
、「
隋
底
幅
員
，
東
和
南
皆

臨
大
海
，
北
至
五
原
〔
今
綏
遠
五
原
〕
，
西
至
且
末
〔
今
新
疆
且
末
〕
，
東
北
至
遼

西
〔
今
熱
河
朝
陽
及
遼
寧
錦
西
一
帯
〕
，
西
南
至
安
南
。
唐
代
盛
時
，
『
東
極
海
，

西
至
焉
耆
〔
今
新
疆
焉
耆
〕
，
南
盡
林
州
南
境
〔
在
今
安
南
境
〕
，
北
接
薛
延
陁
界

〔
今
綏
遠
陰
山
北
〕
。
』
隋
地
，
東
西
九
千
三
百
里
，
南
北
一
萬
四
千
八
百
一
十
五

里
。
唐
地
，
東
西
九
千
五
百
一
十
里
，
南
北
一
萬
六
千
九
百
一
十
八
里
。
隋
唐
交

通
幹
路
之
長
，
至
少
應
在
二
萬
五
千
里
以
至
二
萬
六
千
四
百
里
之
上
。
然
唐
有
驛

一
千
六
百
三
十
九
所
，
驛
三
十
里
一
置
，
應
有
驛
路
四
萬
九
千
一
百
七
十
里
。
若

置
驛
之
處
皆
臨
大
道
，
則
唐
代
底
交
通
幹
路
，
不
只
在
二
萬
六
千
四
百
里
以
上
，

並
且
幾
乎
有
五
萬
里
的
路
線
了
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

(
7) 
注
六
前
掲
書
第
六
章
「
隋
唐
宋
底
館
驛
和
交
通
律
令
」
に
「
唐
底
私
人
旅
舍
事

業
，
很
發
達
。
通
典
〔
卷
七
〕
說
：
『
東
起
宋
汴
，
西
至
岐
州
，
夾
路
列
店
肆
待

客
，
酒
饌
豐
溢
。
…
…
南
詣
荊
襄
，
北
至
太
原
范
陽
，
西
至
蜀
川
涼
府
，
皆
有
店

肆
，
以
供
商
旅
，
遠
適
數
千
里
，
不
持
寸
刃
。
』
這
可
見
唐
時
私
人
旅
舍
事
業
之

盛
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。  

(

8) 

再
生
説
話
に
限
ら
な
け
れ
ば
、
距
離
に
言
及
す
る
記
述
は
幾
つ
か
存
在
し
、
例
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え
ば
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
の
第
一
話
「
天
竺
毘
舎
離
城
浄
名
居
士
語
」
に
、

「
我
レ
年
老
テ
歩
ミ
ヲ
運
ニ
不
堪
ズ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
法
ヲ
聞
カ
ム
ガ
為
メ
ニ
四
十

里
ノ
道
ヲ
歩
ビ
詣
タ
リ
。
」
、
ま
た
巻
第
四
の
第
十
六
話
「
天
竺
乾
陀
羅
国
絵
仏
、

為
二
人
女
成
半
身
語
」
に
、
「
其
ノ
王
、
七
重
ノ
宝
塔
ヲ
起
タ
リ
。
其
ノ
東
ニ
一

里
行
テ
、
半
身
ノ
絵
像
ノ
仏
御
マ
ス
。
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
再

生
説
話
に
お
い
て
、
具
体
的
な
距
離
を
言
及
し
な
い
も
の
の
、
「
二
ノ
駅
」
を
使

用
し
て
距
離
を
表
す
記
述
は
存
在
す
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
の
第
十
六

話
「
豊
前
国
膳
広
国
、
行
冥
途
帰
来
語
」
に
、「
我
此
ノ
二
人
ニ
副
テ
行
ク
程
ニ
、

二
ノ
駅
ヲ
渡
テ
行
ニ
路
ノ
中
ニ
大
ナ
ル
河
有
リ
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

(

9) 

前
野
直
彬
『
中
国
小
説
史
考
』Ⅱ

「
六
朝
・
唐
・
宋
の
小
説
」
第
二
章
「
冥
界

遊
行
」
（
秋
山
書
店 

一
九
七
五
年
）
一
二
四
頁
。 

(

10) 

戸
川
芳
郎
監
修
『
全
訳
漢
辞
海
』
第
三
版
（
三
省
堂 

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
。 

(

11) 

『
晋
書
』
巻
二
十
九
「
五
行
志
下
・
人
痾
」
に
、「
義
熙
中
、
東
陽
人
莫
氏
生
女

不
養
、
埋
之
數
日
、
於
土
中
啼
、
取
養
遂
活
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

(

12) 

伊
藤
清
司
『
死
者
の
棲
む
楽
園
―
古
代
中
国
の
死
生
観
』
第
一
章
「
死
者
霊
の

棲
む
泰
山
」
（
角
川
書
店 

一
九
九
八
年
）
五
六
頁
。 

(

13) 

馬
淵
和
夫 

国
東
文
麿 

稲
垣
泰
一
校
注･

訳
『
今
昔
物
語
集
②
』
新
編
日
本
古

典
文
学
全
集
（
小
学
館 

二
〇
〇
〇
年
） 

(

14) 

丸
山
顕
徳
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
冥
界
説
話
」
、
注
二
前
掲
。  

(

15) 

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
二
〇
〇
〇
年 

小
学
館
） 

 

主
指
導
教
員
（
山
本
啓
介
准
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
角
谷
聰
准
教
授
・
矢
田
尚
子
教
授
） 
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